『地理言語学研究』 | Studies in Geolinguistics 4, 2024
	『地理言語学研究』 | Studies in Geolinguistics 4
	著者姓「タイトル（副題省略）」	
原稿種別
タイトル
（必要な場合）副題
著者
所属
共著者
所属

English title
English subtitle (if any)

AUTHOR’S_LAST_NAME, First_name
Affiliation
CO-AUTHOR’S_LAST_NAME, First_name(if_any)
Affiliation (if_any)
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1. はじめに
これは『地理言語学研究』の日本語版テンプレートである。
本文は和文はMS明朝を基本とする。ただし、タイトル・見出しなどはMSゴシックを用いる。欧文はTimes New Romanに統一し、タイトル・見出しなどはボールド体にする。これ以外のフォントを用いる場合は付加フォントではなく元々PCに搭載されているものを選択する。
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本文
本文
1.1.1. 小小見出し
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図1：キャプション
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表１：キャプション
	ｙｙｙ
	Aaaaa

	ｚｚｚ
	Bbbbb

	ｗｗｗ
	Ccccc

	ｖｖｖ
	Ddddd

	ｕｕｕ
	Eeeee



3. 見出し
本文
本文
3.1. 小見出し
本文
本文
例文の書式は以下の要領でタブを用いるか、それとも表形式にするかは、著者の好みに任せる。
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略号
	略号のリスト
（必要ならば）付録ほか
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